
【中国公船の動き】
●中国公船は2008年12月に尖閣諸島周辺の領海に初めて侵入。
●尖閣諸島の日本政府による取得・保有後の2012年９月14日には中国公船６隻が領海侵入。その後，
荒天時を除き，ほぼ毎日接続水域を航行し，月２-３回の領海侵入が発生。
●2012年９月から現在までで169回の領海侵入事案が発生（10月25日現在）。
●本年８月には，これまでで最多の中国公船が尖閣諸島周辺の接続水域で確認され，頻繁に領海に侵
入（延べ23隻）。８月８日には，同時に15隻もの中国公船が接続水域内で確認された。
【中国軍の動き】
●本年６月には，中国海軍艦艇(フリゲート艦)が尖閣諸島周辺の接続水域を航行する事案(６月９日)が発
生。同月15日には中国海軍情報収集艦が南西諸島の領海内を初めて航行したのに続き，20-21日には
尖閣諸島南方の接続水域の外側の海域で特異な動き(東西に往復航行)を確認。
●最近，中国軍用機が南下するといった尖閣諸島近傍での活動の活発化を確認。

【参考】平成２４年９月以前の領海侵入
平成２０年 １２月 ８日 海監２隻
平成２３年 ８月２４日 漁政２隻
平成２４年 ３月１６日 海監１隻
平成２４年 ７月１１日 漁政３隻 （翌日，再度１隻が侵入）
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【関係国との連携等】

●４月11日，「海洋安全保障に関するＧ７外相声明」の発出。

●８月10日，トルドー米国務省報道部長：｢尖閣諸島は，1972年の沖
縄返還以来，日本の施政下にある。したがって，同諸島は1960年
の日米相互協力及び安全保障条約第５条の適用対象である。
我々は尖閣諸島に対する日本の施政を損なおうとするいかなる一
方的な行動にも反対する。｣

【中国政府への抗議】

●現場における退去要求等に加え，外交ルートを通じて中国政府に対して
直ちに厳重に抗議。

●６月の中国海軍艦艇の尖閣諸島接続水域入域時や８月上旬の大量の
中国公船確認時には状況に応じてハイレベルからも申入れを実施。

【対外広報】
●ＨＰ，パンフレット，招へい，海外メディアへの発信等を活用した広報活動。

●８月の事案発生時には外務省ＨＰでも繰り返し情報発信(日本語・英語)。
警戒監視中の海保庁巡視船

警戒監視中の海保庁巡視船（後ろは魚釣島）

最近の尖閣諸島情勢
我が国の対応
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８月５日（金）
【漁船の動きに続いた公船による領海侵入】
１５：０５頃／１６：３０頃 アジア大洋州局参事官

→在京大公使参事官
１７：１０頃 杉山外務次官→程永華駐日大使
１７：３０頃 伊藤在中大次席公使

→欧陽玉靖・外交部辺境海洋事務司長
８月６日（土）
【周辺海域に新たに複数の公船確認】
１１：４５頃 金杉アジア大洋州局長→郭燕・在京大公使
１３：１５頃 横井駐中国大使→孔鉉佑外交部部長助理
１８：００頃 伊藤次席→欧陽玉靖・辺境海洋事務司長
１８：１５頃 金杉アジア大洋州局長→郭燕・在京大公使

８月７日（日）
【周辺海域に新たに複数の公船確認】
０８：２９頃 金杉アジア大洋州局長→郭燕・在京大公使
１０：１５頃 伊藤次席→欧陽玉靖・辺境海洋事務司長
【公船の領海侵入】
１１：２５頃 杉山外務次官→程永華大使
１３：２５頃 横井大使→孔鉉佑部長助理
１４：００頃 滝崎アジア大洋州局参事官→郭燕・在京大公使
１７：００頃 杉山外務次官→程永華大使
２０：１０頃 石兼総合外交政策局長→郭燕・在京大公使
２１：２０頃 石兼総合外交政策局長→郭燕・在京大公使
２２：１０頃 横井大使→孔鉉佑部長助理
【現場の緊張を更に高める中国側の行動】
２３：１５頃 金杉アジア大洋州局長→郭燕・在京大公使

８月８日（月）
【公船による領海侵入】
１２：４５頃 金杉アジア大洋州局長→郭燕・在京公使
１６：００頃 伊藤次席→欧陽玉靖・辺境海洋事務司長
１９：３０頃 金杉アジア大洋州局長→郭燕・在京公使
２１：１０頃 伊藤次席→欧陽玉靖・辺境海洋事務司長

【参考】本年8月以降の中国との主なやり取り

８月９日（火）
【公船による領海侵入】

０９：３２頃 アジア大洋州局長代理→郭燕・在京公使
１０：１０頃 岸田外務大臣→程永華大使
１１：１０頃 伊藤次席→欧陽玉靖・辺境海洋事務司長
１４：１５頃 アジア大洋州局長代理→郭燕・在京公使
１６：４０頃 アジア大洋州局長代理→郭燕・在京公使
１７：３７頃 アジア大洋州局長代理→郭燕・在京公使

１８：１５頃 伊藤次席→欧陽玉靖・辺境海洋事務司長
８月１０日（水）

１１：１９頃 金杉アジア大洋州局長→郭燕・在京公使
２１：３０頃 伊藤次席→欧陽玉靖・辺境海洋事務司長

８月１１日（木）
１８：５０頃 中国・モンゴル第一課長→在京大公使参事官
１９：１５頃 在中国日本大使館参事官

→中国外交部アジア司参事官兼北東アジア処長
８月１７日（水）

１１：１３頃 金杉アジア大洋州局長→郭燕・在京公使
１１：３０頃 伊藤次席→欧陽玉靖・辺境海洋事務司長

８月２１日（日）
１０：０９頃 金杉アジア大洋州局長→郭燕・在京公使
１１：２２頃 伊藤次席→欧陽玉靖・辺境海洋事務司長

９月１１日（日）
１０：３８頃 金杉アジア大洋州局長→劉少賓・在京公使
１１：０５頃 石川公使→肖建国・辺境海洋事務司副司長

９月２４日（土）
１０：２７頃 金杉アジア大洋州局長→劉少賓・在京公使
１１：１０頃 石川公使→肖建国・辺境海洋事務司副司長

１０月８日（土）
０９：００頃 在中国日本大使館参事官→辺境海洋事務司第四処長
０９：０１頃 中国・モンゴル第一課長→在京大公使参事官

１０月１８日（火）
１１：００頃 在中国日本大使館公使→外交部アジア司参事官兼北東アジア処長
１１：４９頃 アジア大洋州局参事官（局長代理）→在京大公使

◆中国公船の尖閣諸島領海侵入や同海域での活動は我が国主権の侵害であり，断固として認められない。

◆我が国から累次にわたって厳しい抗議を行っているにもかかわらず，中国側が現場の緊張を更に高める一方的な行動をとってい
ることは断じて受けれられない。

◆直ちに我が国領海から退去し，また，接続水域から立ち去るよう強く抗議。
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